第11回　小山市地域公共交通会議　議事要旨

■開催の概要
　□日　　時：平成２２年５月２６日（水）　10時30分～11時30分
　□会　　場：本庁３階　大会議室北
　□出 席 者：（敬称略）大久保（市長）、生井（１号委員）、大山、中島（代理：岸）、生沼、齋藤（以上、２号委員）、田中、齋藤、田村（以上、４号委員）、櫛下、熊倉（代理：矢倉）（以上、７号委員）、若林（代理：長澤）（８号委員）、永井（９号委員）、大森、山崎、川上（代理：寺内）、玉田（以上、10号委員）

　□内　　容：

（1）平成２１年度利用状況及び運行補助について
（2）平成２２年度事業計画（案）及び予算（案）について

（3）平成２２年度小山市地域公共交通活性化・再生総合事業費補助金の交付申請について

（4）小山市地域公共交通総合連携計画に基づく平成２２年１０月改正（案）について

（5）バス停オーナー制度（案）及びサポーター制度（案）について

（6）その他
■議事要旨

（1）平成２１年度利用状況及び運行補助について
資料１に基づき事務局より説明があり、特に質疑応答はなく、内容について確認された。

（2）小山市地域公共交通総合連携計画に基づく平成２２年１０月改正（案）について

資料２及び図面に基づき事務局より説明があり、以下の質疑応答ののち、内容について承認された。

［主な質疑応答］
（委　員）先般の経済情勢の中で、行政の予算なども厳しい状況にあると思うが、どのような考え方で今回の予算案は作成されているか？

（事務局）小山市の場合は、コミュニティバス運行に関してこれまでの様々な実績や収支のデータがあるので、これらの統計数値や前年度の運行収支などを参考に予算案を作成した。
（3）平成２２年度小山市地域公共交通活性化・再生総合事業費補助金の交付申請について

資料３に基づき事務局より説明があり、特に質疑応答はなく、内容について承認された。

（4）小山市地域公共交通総合連携計画に基づく平成２２年１０月改正（案）について

資料４及び図面に基づき事務局より説明があり、以下の質疑応答ののち、内容について承認された。

［主な質疑応答］
（委　員）今回のデマンド化によって、例えば絹地区から小山駅まではいくらになるのか？具体的な内容を各地域に十分説明しているか？
（事務局）絹地区から小山駅までは、現在は桑絹地域コミュニティバスで150円、再編後は400円（デマンドバス300円＋市街地路線バス200円－乗り継ぎ100円）となる。65歳以上の高齢者の場合は、現在の100円が再編後は200円（デマンドバス200円＋市街地路線バス100円－乗り継ぎ100円）である。
運行の現状と再編の考え方（運賃、路線体系、乗り継ぎなど）を、これまでの各地域説明会において丁寧に説明してきている。運賃については「なるべく便利な運行にしてもらい、タクシーの初乗りよりも安ければ、ある程度の負担はやむを得ない」という意見も参考にした。
（委　員）定期券がかなり値上げになるようだが、利用者に十分な説明をしているか？

（事務局）現在のコミュニティバスの定期券はかなり大きな割引率を設定しているが、関東自動車との運賃統一の協議に際して、関東自動車の計算基準に合わせることとしたため、結果的に値上げ幅が大きくなった。ただし、再編にあたっては通学定期券を新設し少しでも負担を軽減しようと考えている。

また、通勤利用者については「通勤費が会社から支給されるため、あまり負担感は感じない」との意見が多い。

（委　員）結果的に利用者に不便な再編にならないようによく意見を聞いて、必要な説明をして欲しい。

（委　員）新しく導入するデマンドバスについては、利用者の想定が難しいと思うが、目標はあるのか？

（事務局）今回の再編の基本となる「地域公共交通総合連携計画」では、収支率、利用者数、利用者補助単価などのおおよその目標を定めているが、運行開始までに路線毎の詳しい目標を検討し、設定していきたいと考えている。

（委　員）飯塚地区のルートが廃止になることで水処理センターの停留所も廃止になるが、桑地区内での買い物などにデマンドバスが利用できると考えていいのか？

（事務局）指定のデマンドエリア内であれば利用は可能なので、時間や場所に応じてデマンドバスと羽川路線バスの両方を適宜選択して利用していただきたい。

（5）バス停オーナー制度（案）及びサポーター制度（案）について

資料５に基づき事務局より説明があり、以下の質疑応答ののち、内容について承認された。

［主な質疑応答］
（委　員）オーナー制度の料金設定の根拠は？

（事務局）車内広告費や、他市町村の同様の制度を参考に設定した。初年度は、停留所などへのオーナー名の表示などの初期費用を含めて５万円とし、次年度以降の継続の場合は３万円としている。

（4）その他

特になし。
（以　上）













